
人
権
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く
輝
く

■
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
子
ど
も
の
人
権

　

子
ど
も
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は
、
大
き

く
変
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
家
に
い
る
時
間
が
増
え
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
人
権
侵
害
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も

増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
と
同
じ
よ

う
に
「
人
権
」
を
持
っ
て
お
り
、
一
人
の
人

間
と
し
て
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
、
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
の
人
権
侵
害
の
例

　

子
ど
も
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
は
、
児
童

虐
待
や
い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
買
春
や
児
童

ポ
ル
ノ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
は
、
暴
行
な
ど
の
「
身
体
的
虐
待
」、

暴
言
や
無
視
な
ど
の
「
心
理
的
虐
待
」
の
ほ

か
、「
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）」
や
「
性

的
虐
待
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

い
じ
め
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
た
「
ネ
ッ
ト
上
で
の
い
じ

め
」
な
ど
、以
前
と
比
べ
多
様
化
し
て
お
り
、

ひ　
　

と

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめめ

ききき
ららら

くくくく
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

■
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
社
会
を

　

目
指
し
て

　

世
の
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
。
直
訳
す
る
と
「
嫌
が
ら
せ
」
と
い
う

意
味
で
す
が
、
調
べ
に
よ
る
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
お
よ
そ
40
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
個
人
の
人
格
や
尊
厳
を

著
し
く
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
28
年
に
実
施
し
た

「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

実
態
調
査
」
で
は
、過
去
３
年
間
に
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
し
た
人
は
、
回
答
者
全
体
の
32
・
５
％
で

３
人
に
１
人
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
結
果
が
出
て
お
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
状
況
で
す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

性
的
な
嫌
が
ら
せ
の
こ
と

・
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

職
場
な
ど
で
立
場
が
優
位
な
人
が
、
部
下

　

な
ど
に
対
し
て
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を

　

与
え
る
こ
と

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

職
場
な
ど
で
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関

　

す
る
不
利
益
な
扱
い
や
嫌
が
ら
せ
の
こ
と

・
パ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
制
度
な
ど
の
利
用

　

に
関
す
る
、
上
司
・
同
僚
か
ら
の
嫌
が
ら

　

せ
の
こ
と

・
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

言
葉
や
態
度
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
、
ま
た
は

　

い
じ
め
の
こ
と

・
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

　

恐
怖
心
、
誤
解
や
偏
見
に
よ
り
誰
か
を
排

　

除
し
た
り
、
差
別
を
す
る
行
為
の
こ
と

　

何
気
な
い
会
話
で
も
、
も
し
か
し
た
ら
言

わ
れ
た
人
は
不
快
に
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
だ
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
決
し
て
許
さ
れ
る
行
為

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
、
職
場
、
地
域
な

ど
ど
ん
な
場
所
で
も
発
生
す
る
可
能
性（
リ

ス
ク
）が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
を
見
つ
め

直
し
な
が
ら
相
手
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の

あ
る
言
葉
で
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
防
止
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
一
緒
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
社
会
を
目

指
し
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
明
る
い
町
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
人
権
推
進
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

内
容
や
方
法
も
陰
湿
・
執し

つ

拗よ
う

に
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
虐
待
に
よ
っ
て
乳
幼
児
が
死
亡

す
る
事
例
や
、
い
じ
め
や
体
罰
を
苦
に
、
子

ど
も
が
自
ら
命
を
絶
つ
事
例
が
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
子

ど
も
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
背
景
に
は
、
核

家
族
化
が
進
み
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
情
報
通
信
技
術

の
発
達
な
ど
で
、
人
権
侵
害
と
な
る
行
為
が

周
り
か
ら
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
侵
害
に
対
し
て

　

人
権
侵
害
の
被
害
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
身
近
な
人
に
も
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
家
族
や
地
域
な
ど
、
周
囲
の
大

人
た
ち
が
さ
さ
い
な
異
常
や
サ
イ
ン
な
ど
を

見
逃
さ
ず
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
で
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
に
気

付
い
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
相
談
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
務
省
子
ど
も
の
人
権
相
談
１
１
０
番

　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

●
法
務
省
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
窓
口

　

https://w
w
w
.jinken.go.jp

●
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　

☎
１
８
９

　
（
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
　

役
場
人
権
推
進
課　

人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会しごとしごとしごと

検索

美咲野工場内 中央公園のからいもくん像

【企業概要】

●所在地　　菊池郡大津町大津2502-3

●業　種　　製造業

●従業員数　85人　

●事業内容　金属切削加工

●連絡先　　☎096（293）7666

●ホームページ　http://www.ikematsukikou.jp

株式会社 池松機工

株式会社 池松機工
チャレンジ＆チェンジ！最高の技術で社会に貢献する

　池松機工は主に半導体やＦＰＤ製造装置の部品を作る加工
メーカーです。1984年熊本市に設立後、1995年大津町に本
社移転、2019年には美咲野地区に新工場を建設しました。ス
ポレク大会やインターンシップなどさまざまな形で地域交流
を重ね大津町に根ざした企業として活動しています。
　先端技術によるモノ作りを求め、５軸加工機など特殊設備
を導入し人材育成に力を入れてきました。ロボットやＩoＴで
の「工場見える化」で働きやすい職場作りにも取り組んでい
ます。

　「チャレンジ＆チェンジ」の精神で社
会に役立つ企業として頑張ってまいりま
す。これからもよろしくお願いします。

代表取締役社長代表取締役社長
池池
いけいけ

松松
まつまつ

  康康
やすやす

博博
ひろひろ

  さんさん

４月から分別が一部変わります

燃やすごみ

不燃物

容器包装プラスチック

生ごみなど従来のものに加えて

これまでプラスチックごみは、全てが対象となって
いましたが、（プラマーク）の付いたものだけがプ
ラスチックごみとなります。

また、白色トレイ、発泡スチロールはこれまで別日
の収集となっていましたが、プラスチックごみと同
じ日に同じ袋で出すことができます。

バケツやおもちゃなどのプラスチック製品で （プ
ラマーク）が付いていないものも燃やすごみに変更に
なります。

小型金物類、小型廃家電類、携帯電話も不燃物に
変更となります。

週２回

月１回

毎週水曜日

　新環境工場の完成に際し、ごみ収集区分が一部
変わります。４月から次のとおりに変更になりま
す。詳細は３月に配布予定の「ごみカレンダー」
内の「ごみの分け方・出し方」に記載しています。

陶器類など従来のものに加えて

17 16広報おおづ 2021.2広報おおづ 2021.2


